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例えば、ADAS（先進運転支援システム）搭載
車のフロントガラスを交換する場合、スマート機
能を支えるセンサーやカメラの再調整を行うた
めに、専門の訓練を受けた技術者が必要とな
ります。これにより、修理費の総額が最大で

1,500米ドル上乗せされる可能性があります。8

自動車の高度化も、世界的なメーカーによるリ
コール増加の一因となっています。レンタカー
事業者にとって、信頼性の低さはより多くの在
庫を抱える必要性を生じさせ、それが結果とし
てレンタル料金の上昇につながります。
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同地域のレンタカー業界は、レジャーおよび法人需要に牽引され、堅
調な成長を遂げています。グローバルブランドも中南米に進出していま
すが、ブラジルの「Localiza（ロカリザ）」のような地元有力企業が、それ
ぞれの国で重要な役割を担っています。

ブラジルではEVの普及が進んでいます。2021年時点での同国のレンタ
カー用車両数はわずか2,545台でしたが、2025年末には33,562台に
達し、前年比124.5%増を記録しました。目覚ましい成長率と言えます。



い

予測期間中、欧州経済は緩やかな成長が見込ま
れるものの、自動車需要は堅調に推移すると予想さ
れます（資金繰りの厳しい企業は、社用車を自社で
購入するよりもリースやレンタルを利用する傾向があ
るためです）15, 16。供給状況の改善は、価格上昇
を抑制する要因となるでしょう。

欧州における当社の予測では、フランスとスペイン
は価格が概ね横ばいとなる下位のレンジに位置して
いますが、車両提供会社との関係性次第では、一
部の企業はさらに有利な料率を適用できる可能性
があります。

これまでの経験上、これらの国々におけるレンタル料
金は季節による変動が激しい傾向にあります。特に
観光客の多い地域では、法人顧客が季節ごとの追
加料金（サーチャージ）を負担せざるを得ないケース
も見受けられます。ドイツでは、今後1年間の料金上
昇は緩やかなものにとどまる見込みです。車両不足
（レンタカー用車両の新規登録台数は依然として
2019年の水準を4分の1近く下回っています）が価
格の下落を食い止める要因となっているためです。

英国でも料金の上昇幅はごくわずかとなるでしょう。
車両供給の回復と激しい競争が、料金を押し下げる
方向に働くためです。一方、欧州で最も高い料金上
昇が見込まれるのはオランダです。同国では、自動
車関連税制の変更により、レンタカー車両の総保有
コストが増加しています。
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オーストラリアでは世界でも有数のレンタカー料金上昇が
見込まれますが、その予測は2025～2026年の予想を大
きく下回っています。

他の地域と同様、車両の供給が回復したことで、価格の急騰は抑えら
れています。ただし、プロバイダーの選択肢や競争が限られている遠隔
地の鉱山などで事業を展開する企業は、より大きな価格上昇に直面す
る可能性があります。

この地域の多くの国では、レンタカーを利用するよりも、運転手付きのハ
イヤーサービスを利用する方が好まれる傾向があります。

例年通り、「Ground Monitor」ではインドと中国のレンタカー価格予測は
提供していません。中国で運転するには中国の運転免許証が必要であ
り、米国の免許証や国際運転免許証は認められていません。18 インドで
は、自国の運転免許証と国際運転免許証を使ってレンタカーを借りら
れる場合もありますが、道路や交通の状況が厳しいため、米国務省は
現地の運転手を雇うことを推奨しています。19

 
 



 
 

 
 
 

アドバイス：自動車の供給網が回復し、
各社が在庫を再構築している現状を踏
まえると、利用するレンタカー会社を1～
2社に集約することに伴うリスクは低減し
ていると考えられます。

レンタカー会社に対し、より多くの利用実
績を約束（コミット）することで、より有利
な条件が提示されるケースも少なくあり
ません。
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規定  

アドバイス：自社の車両利用状況を詳細に分析し、ACRISSコードに基づいてドライバーが
実際にどのような車両を使用しているかを確認してください。また、保険契約を見直し、現
在のプログラムに依然として適しているかどうかを検討しましょう。Amex GBTコンサルティ
ングが提供する継続的なプログラム管理サービスを活用し、プログラムを適切に管理・運
用し続けてください。

配車サービス業界では、ここ1年で買収の波
が押し寄せています。2025年7月、Lyftは欧
州のマルチモビリティ・アプリ
「FREENOW」の買収を完了し、続いて高級
配車サービス事業者である「TBR Global 
Chauffeuring」を買収しました。2026年3月
には、Uberがエグゼクティブ向けショー
ファー（専属運転手付き）サービス・プラットフ
ォームである「Blacklane」の買収計画を
発表しました。

アドバイス：事前予約制のハイヤー・サービス（ブラックカー）事業者が成功を収めて
きたのは、法人顧客がそのサービス、とりわけ「信頼性」を高く評価しているからです。
新たに利用を開始した事業者に対し、信頼性、快適さ、そして価格の面で、今後も期
待に応え続けられるかどうかを確認することをお勧めします。

これに続いて間もなく、Lyftは配車サービス
Gettのロンドンにおける「ブラックキャブ（黒塗
りのタクシー）」事業を買収することに合意し
ました。こうした業界再編の動きは、配車
サービス各社が、事前予約型サービスという
分野に成長の可能性と高い収益性を見出し
ていることを示唆しています。



 
 
 
 
 
 

カー
レンタカーと配車サービス、どちらがお得でしょうか？米国でレンタカー利用が
多い上位10都市で、移動をモデル化しました。
答えは「場合による」です。
現地の有料道路料金や駐車料金、平均日額料金、配車サービス料金など
を考慮し、同等の移動におけるレンタカーと配車サービスのコストを比較しまし
た。1日単位で見ると、10ケース中5ケース（緑色の数値）では、配車サービ
スを利用するよりもレンタカーを借りる方が安上がりであることがわかります。

判断が難しいケース（青色の数値）ではレンタカーの方が安く
見えますが、燃料代を考慮すると配車サービスの方が費用
対効果が高くなる場合があります。しかし、利用期間を2日間
に延ばすと状況は一変します。どの都市においても、往復の
移動に配車サービスを利用する方が、レンタカーを借りるより
も安く済みます。

アドバイス：モビリティ・プロバイダーとのガバナン
ス体制を構築し、交渉を主導するにあたって
は、財務、人事、調達、法務、あるいはオペ
レーション部門の同僚と連携する必要があるか
もしれません。

また、変革の必要性を裏付けるためには、綿密
な商業的分析を行うことも求められます。これ
は、あなたが主導的な役割を果たす好機と言
えるでしょう。

アドバイス レンタカーにするか、配車サービスを利用するかは、移動の回数によって変わってくるでしょう。配車サービスを何度
も利用するような場合は、レンタカーの方がお得と言えます。さらに、駐車料金がかからないのであれば、レンタカーの費用対効
果はさらに高まります。
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出張
最後の  

Ground Monitorの過去の号では、EV（電気自動車）の導入が企業の
二酸化炭素削減目標の達成にどのように寄与し得るかを取り上げてき
ました。バッテリー技術の飛躍的な進歩により、航続距離の延長、軽量
化、そしてコスト低減が実現しました。現在、EVのライフサイクル全体に
おける排出量は、同等の内燃機関（ICE）車と比較して約半分に抑えら
れています。24 また、こうした技術革新は、バッテリー駆動の「空飛ぶク
ルマ」の登場を通じて、最後ワンマイル移動のあり方をも変えようとして
います。

eVTOL（電動垂直離着陸機）としても知られるこれらの航空機は、下の
道路の交通渋滞をかすめるように飛行し、旅行者を目的地まで迅速
に運びます。空港から市内中心部への移動手段としてeVTOLが利用
される可能性も考えられます。eVTOLは排気ガスを一切排出しないた
め、二酸化炭素排出量を削減できるだけでなく、都市の大気汚染や騒
音公害の原因となる交通渋滞の緩和にもつながります。

 

主に米国、中国、湾岸諸国の規制当局は、eVTOLサービスの導入に
向けた道筋を整えており、ドバイでは2026年に初の電動エアタクシー
サービスが開始される可能性があります。
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